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リンパ節転移を伴った胆嚢カルチノイド腫瘍の1例
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リンパ節転移を伴った胆嚢カルチノイド腫傷のｌ例
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稀な胆嚢カルチノイド腫癌の１例を報告する。症例は50歳女性。ドックにて胆妻腫傷を指摘ＣＴで

胆嚢頚部に10ｍｍ大の腫癌像を認めた。胆汁細胞診はclasslであったが，悪性腫蕩を否定できず，開腹

胆奏摘出術を施行した。摘出標本では胆嚢頚部に10×７ｍｍの隆起型の腫漕を認めた。病理組織学的検

査では，小型の類円形核を有する小細胞の小結節状，腺腔状増殖を認め，胆嚢カルチノイド腫傷と診断

された。また，胆妻管リンパ節に転移を認めた。後日開腹によるリンパ節郭清を追加した。術後１年

を経過し再発を認めていない。

胆嚢カルチノイド腫傷は予後良好な疾患とされているが，リンパ節転移を認めた報告例はなく厳重な

経過観察が重要と考えた。
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潮，下痢などのカルチノイド症候群は認めなかった。

血液検査所見：血算，生化学ともに異常なし。

腹部超音波検査：胆雲頚部に9.6ｍｍ×6.6ｍｍの内部

エコー不均一な隆起性病変を認めた（図１)。

腹部ＣＴ：胆雲頚部に造影効果を伴う腫癌像を認めた

消化管カルチノイド腫傷の中で胆雲原発のものは稀

である。今回，胆嚢腫傷の診断で手術を施行し，術後

の病理組織学的検査で診断のついた胆雲カルチノイド

腫傷を経験したので報告する。

症例

患者：５０歳，女性

主訴：特記事項なし。

既往歴：特記事項なし。

家族歴：特記事項なし。

現病歴：平成１６年７月にドックにて胆嚢ポリープを指

摘され受診・胆嚢腫傷の診断で手術目的に同年10月当

科入院となった。

入院時現症：身長156.9ｃｍ，体重44.4kg，胸・腹部理

学所見に異常なし。体表リンパ節触知せず。顔面紅
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図１腹部超音波検査

胆雲頚部に9.9ｃｍ×6.6ｃｍの内部エコー不均一な腫癌像
を認めた。
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